
書

評

岡
田
薫
著

『
室
町
時
代
末
期
の
音
韻
と
表
記
』

中
山

綠
朗

一

は
じ
め
に

大
雑
把
な
時
代
区
分
で
言
え
ば
、
平
安
時
代
の

初
め
に
発
生
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
「
イ

音
便
・
ウ
音
便
」
と
と
も
に
、「
撥
音
便
・
促
音

便
」
も
発
生
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。し
か
し
、

中
世
に
お
い
て
撥
音
便
、
促
音
便
が
新
た
に
特
殊

音
素
と
し
て
定
着
し
た
と
し
て
、
日
本
語
史
に
お

い
て
必
ず
触
れ
ら
れ
る
事
項
の
一
つ
で
あ
り
な
が

ら
、
そ
の
実
態
に
つ
い
て
は
必
ず
し
も
明
ら
か
で

は
な
い
。
と
く
に
著
者
は
、
室
町
時
代
末
期
、
天

正
・
文
禄
・
慶
長
（
一
五
七
三
〜
一
六
一
五
）
年

間
に
限
定
し
て
、
ほ
ぼ
撥
音
便
と
促
音
便
の
表
記

に
焦
点
を
絞
り
、
こ
こ
か
ら
当
代
の
音
韻
に
迫
ろ

う
と
す
る
。
本
書
は
そ
う
し
た
い
わ
ば
研
究
の
空

白
を
埋
め
よ
う
と
い
う
意
図
が
基
本
に
あ
る
。

「
音
便
」
と
は
文
字
通
り
に
解
せ
ば
、「
発
音

の
便
宜
の
た
め
に
起
っ
た
変
化
」
で
あ
る
が
、
日

本
語
の
場
合
、
必
ず
し
も
体
系
的
な
変
化
で
は
な

く
「
厳
密
に
音
声
学
的
観
点
か
ら
規
定
さ
れ
た
概

念
で
は
な
い
」（
城
生
伯
太
郎
他
編
『
音
声
学
基

本
事
典
』「
音
便
」
二
〇
一
一
年

勉
誠
出
版
）

と
す
る
考
え
方
も
あ
る
。
ふ
つ
う
「
音
便
」
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
る
の
は
、
イ
音
便
・
ウ
音
便
・

撥
音
便
・
促
音
便
の
四
種
で
あ
る
。
馬
淵
和
夫
氏

に
よ
れ
ば
、
イ
音
便
・
ウ
音
便
は
「
ハ
行
転
呼
と

同
様
に
、
文
節
内
に
お
き
た
法
則
の
変
化
で
、
あ

た
ら
し
い
音
韻
を
生
じ
た
も
の
で
は
な
い
」
が
、

と
こ
ろ
が
撥
音
便
・
促
音
便
は
、「
そ
れ
ぞ
れ
あ

た
ら
し
い
音
韻
を
生
じ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
音
韻

組
織
上
の
変
化
で
あ
る
」（『
国
語
音
韻
論
』
一
九

七
一
年

笠
間
書
院

八
三
頁
）
と
す
る
。

本
書
の
著
者
が
解
明
し
よ
う
と
意
図
し
た
「
音

便
」
と
そ
の
表
記
の
史
的
変
遷
も
、
新
し
い
音
素

と
し
て
登
場
し
た
撥
音
便
と
促
音
便
、
と
く
に
促

音
便
と
そ
の
表
記
法
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
て
い
る

と
言
っ
て
過
言
で
は
な
い
。
本
書
は
ロ
ー
マ
字
表

記
と
国
字
本
の
対
比
が
可
能
な
キ
リ
シ
タ
ン
文
献

を
中
心
に
据
え
て
、
で
き
る
だ
け
資
料
の
書
き
手

が
明
確
な
文
献
、
例
え
ば
秀
吉
の
消
息
な
ど
に
基

づ
い
て
、
促
音
便
、
撥
音
便
に
つ
い
て
音
韻
と
表

記
と
の
関
連
を
実
証
的
に
記
述
し
よ
う
と
い
う
野

心
的
な
態
度
で
一
貫
し
て
い
る
。

二

本
書
の
構
成

本
書
の
構
成
は
、「
章
」
と
「
節
」
で
見
て
み

る
と
次
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

第
一
章

特
殊
音
素
の
音
韻
と
仮
名
表
記
研
究
の

意
義

第
一
節

本
研
究
の
目
的

第
二
節

本
研
究
に
か
か
わ
る
先
行
研
究

第
二
章

キ
リ
シ
タ
ン
資
料
に
お
け
る
特
殊
音
素

の
仮
名
表
記

第
一
節

キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の
有
効
性

第
二
節

『
貴
理
師
端
往
来
』（
一
五
六
八
年

以
前
成
立
）
に
お
け
る
特
殊
音
素
の

仮
名
表
記

第
三
節

前
期
版
（
一
五
九
一
年
頃
）
及
び
中

谷
本
（
筆
写
年
不
明
）『
ど
ち
り
い

な
き
り
し
た
ん
』
に
お
け
る
特
殊
音

素
の
仮
名
表
記

第
四
節

後
期
版
（
一
六
〇
〇
年
）『
ど
ち
り

な
き
り
し
た
ん
』
に
お
け
る
特
殊
音

素
の
仮
名
表
記

第
五
節
『
お
ら
し
よ
の
翻
訳
』（
一
六
〇
〇
年
）

に
お
け
る
特
殊
音
素
の
仮
名
表
記

第
三
章

消
息
に
お
け
る
特
殊
音
素
の
仮
名
表
記

第
一
節

消
息
に
お
け
る
資
料
と
し
て
の
有
効

性

― 213 ―



第
二
節

豊
臣
秀
吉
の
消
息
に
お
け
る
特
殊
音

素
の
仮
名
表
記

第
三
節

伊
達
政
宗
の
消
息
に
お
け
る
特
殊
音

素
の
仮
名
表
記

第
四
章

軍
記
物
語
に
お
け
る
特
殊
音
素
の
仮
名

表
記

第
五
章

室
町
時
代
末
期
の
音
韻
と
表
記

第
一
節

室
町
時
代
末
期
の
促
音

第
二
節

室
町
時
代
末
期
の
撥
音

別
表
１
〜
４１

参
考
文
献

三

そ
れ
ぞ
れ
の
章
の
内
容

〈
第
一
章
〉

本
章
は
「
総
論
」
と
い
う
べ
き
章
で
あ
る
が
、

ま
ず
第
一
節
で
室
町
時
代
末
期
（
天
正
・
文
禄
・

慶
長
）
と
い
う
時
代
区
分
を
設
定
し
た
理
由
を
説

明
し
て
い
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
橋
本
進
吉
、
大

友
信
一
氏
な
ど
の
先
学
の
定
説
と
い
っ
て
よ
い
説

を
継
承
し
て
い
る
。
著
者
は
先
学
の
時
代
区
分
を

肯
定
す
る
と
こ
ろ
か
ら
出
発
し
て
い
る
が
、
こ
の

室
町
時
代
末
期
に
こ
そ
自
分
が
抱
く
問
題
意
識
が

隠
さ
れ
て
い
る
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い

る
。

「
促
音
」「
撥
音
」
の
音
韻
に
つ
い
て
は
、

室
町
時
代
に
そ
れ
ぞ
れ
一
つ
の
音
韻
と
し
て

確
立
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
こ
と

を
背
景
と
し
て
、
室
町
時
代
末
期
に
、
様
々

な
位
相
に
お
け
る
日
本
語
の
仮
名
表
記
に
そ

の
こ
と
が
ど
の
よ
う
に
反
映
さ
れ
て
い
っ
た

の
か
と
い
う
こ
と
は
、
ま
だ
十
分
に
解
明
さ

れ
て
い
る
と
は
言
い
難
い
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
そ
れ
ら
の
特
殊
音

素
が
日
本
語
の
中
に
と
り
込
ま
れ
、
室
町
時

代
に
一
つ
の
音
韻
と
し
て
確
立
し
た
こ
と
を

背
景
と
し
て
、
室
町
時
代
末
期
に
そ
れ
ら
の

特
殊
音
素
が
ど
の
よ
う
に
平
仮
名
で
表
記
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
か
と
い
う
こ
と

を
実
証
的
に
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
課
題
と

す
る
〜
。（
一
二
頁
一
九
行
〜
一
三
頁
六
行
）

こ
こ
で
著
者
の
問
題
意
識
な
ら
び
に
本
書
の
課

題
が
明
確
に
記
さ
れ
て
い
る
。
室
町
時
代
に
一
つ

の
音
素
と
し
て
確
立
し
た
と
さ
れ
る
「
促
音
」

「
撥
音
」
に
つ
い
て
、
平
仮
名
で
表
記
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
過
程
を
実
証
的
に
論
証
し
て
い
く
と

い
う
も
の
で
あ
る
。

次
い
で
、
平
安
時
代
以
降
の
音
便
の
発
生
と
表

記
の
変
遷
を
「
鎌
倉
後
期
に
至
っ
て
「
ツ
」
に
よ

る
表
記
が
一
般
化
し
、
撥
音
と
促
音
の
表
記
を
撥

音
は
「
ン
」
で
促
音
は
「
ツ
」
で
表
記
す
る
と
い

う
別
種
の
表
記
法
が
次
第
に
定
着
し
た
」
と
す
る

小
林
芳
規
博
士
の
説
を
紹
介
し
つ
つ
、
室
町
時
代

の
字
書
類
と
仮
名
遣
書
の
特
殊
音
素
の
表
記
を
検

討
す
る
。

室
町
時
代
中
期
と
末
期
に
お
け
る
撥
音
・
促
音

表
記
の
相
違
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
方
法
に

よ
っ
て
著
者
は
実
証
し
よ
う
と
試
み
て
い
る
。
一

つ
は
室
町
時
代
を
象
徴
す
る
字
書
類
に
よ
る
表
記

か
ら
検
討
を
加
え
、も
う
一
つ
は
『
仮
名
文
字
遣
』

（
定
家
の
『
下
官
集
』
を
大
幅
に
増
補
し
た
仮
名

遣
い
の
規
範
を
示
し
た
書
）
で
あ
る
。

「
ア
マ
サ
ヘ（
剰
へ
）」「
ウ
タ
ヘ（
訴
へ
）」「
モ

ト
モ
（
最
も
）」「
モ
テ
（
以
）」「
ヨ
テ
（
仍
）」

の
五
語
が
検
討
の
対
象
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
語
は
本
書
で
扱
っ
て
い
る
前
期
版
及
び
中
谷
本

『
ど
ち
り
い
な
き
り
し
た
ん
』
に
お
い
て
、
促
音

が
無
表
記
の
語
群
で
あ
る
。

結
論
か
ら
言
う
と
、
著
者
は
そ
れ
ぞ
れ
の
語
に

つ
い
て
五
種
か
ら
十
四
種
の
辞
書
類
の
画
像
を
提

示
し
、「
室
町
時
代
中
期
に
書
写
さ
れ
た
も
の
で

は
」「
無
表
記
が
一
般
的
で
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
」

と
指
摘
す
る
。
ま
た
室
町
時
代
末
期
に
な
る
と

「
ほ
ぼ
促
音
に
「
ツ
」
表
記
が
な
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
い
る
」（
二
九
ペ
ー
ジ
四
〜
八
行
）
と
し

て
、
室
町
時
代
の
中
期
と
末
期
の
表
記
に
現
れ
た
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相
違
を
指
摘
し
て
い
る
。

『
仮
名
文
字
遣
』
で
は
、
室
町
時
代
中
期
か
ら

末
期
に
か
け
て
の
九
本
に
つ
い
て
右
の
語
群
と
共

通
す
る
「
あ
ま
さ
へ
」「
う
た
へ
て
」
の
二
語
を

検
討
し
て
い
る
。「
あ
ま
さ
へ
」
は
九
本
と
も
促

音
便
は
無
表
記
で
あ
り
、「
う
た
へ
て
」
は
明
応

四
年
（
一
四
五
九
）
の
識
語
を
持
つ
写
本
の
み
川

の
草
体
で
あ
る
「
ツ
」
が
表
記
さ
れ
て
い
る
が
、

掲
載
語
の
な
い
一
本
を
除
き
他
は
無
表
記
で
あ

る
。
室
町
時
代
末
期
の
字
書
類
に
お
け
る
表
記
と

『
仮
文
字
遣
』
の
表
記
と
の
相
違
に
つ
い
て
、
著

者
は
人
為
的
な
規
範
意
識
と
実
用
的
な
表
記
意
識

が
混
在
し
て
い
た
た
め
と
す
る
（
三
七
頁
一
九

行
）第

二
節
で
は
先
行
研
究
を
整
理
し
、
撥
音
便
、

促
音
便
を
中
心
に
、
表
記
と
の
関
係
を
展
望
し
て

い
る
。
室
町
時
代
語
の
研
究
に
キ
リ
シ
タ
ン
資
料

は
重
要
な
文
献
で
あ
り
、
特
殊
音
素
の
表
記
の
嚆

矢
と
し
て
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
の
検
討
か
ら
始
め
ら

れ
て
い
る
。
ロ
ド
リ
ゲ
ス
『
日
本
大
文
典
』
で
は

同
じ
子
音
を
重
ね
る
表
記
と
、cq

の
よ
う
に
異

な
る
子
音
の
文
字
を
重
ね
た
促
音
表
記
が
あ
っ
た

と
し
、
ｔ
入
声
に
つ
い
て
もt

çu

はtsu

で
あ
り
、

現
今
の
ツ
の
音
と
同
一
で
あ
る
と
す
る
橋
本
進
吉

の
説
を
紹
介
し
て
い
る
。

『
伊
曽
保
物
語
』
の
促
音
、
ｔ
入
声
音
に
関
す

る
井
上
章
の
研
究
、『
貴
理
師
端
往
来
』
の
促
音

な
ど
を
研
究
し
た
土
井
忠
生
、
菅
原
範
夫
ら
の
研

究
な
ど
の
紹
介
も
あ
る
。
次
い
で
迫
野
虔
徳
、
菅

原
範
夫
ら
の
書
状
や
古
文
書
、
古
記
録
、
軍
記
や

狂
言
台
本
の
お
け
る
促
音
の
表
記
に
関
す
る
研
究

を
詳
細
に
整
理
、
紹
介
し
て
い
る
。
迫
野
は
「
上

杉
輝
虎
書
名
消
息
手
本
」
で
付
さ
れ
て
い
る
ふ
り

が
な
に
つ
い
て
、
促
音
、
入
声
に
は
「
ツ
」、
開

音
節
に
は
「
つ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
す
る
。

菅
原
は
軍
記
物
語
を
調
査
し
、「
徒
」「
津
」「
つ
」

「
川
」「
ツ
」
が
用
い
ら
れ
、「
川
」「
ツ
」
が
促

音
、
入
声
音
で
も
用
い
ら
れ
、
と
く
に
「
ツ
」
は

開
音
節
の
語
頭
に
は
全
く
用
い
ら
れ
ず
、
促
音
、

入
声
音
に
非
常
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
と
す

る
。『

天
正
狂
言
本
』
に
つ
い
て
の
迫
野
の
説
、

「
つ
」「
徒
」
は
開
音
節
で
あ
り
、「
ツ
」
は
促
音

に
使
わ
れ
て
い
る
と
し
、
ま
た
撥
音
「
ん
」
と
促

音
「
ツ
」
の
表
記
が
錯
綜
し
て
い
る
こ
と
な
ど
を

紹
介
し
て
い
る
。

第
三
項
は
「
ん
」
と
「
ツ
」
の
混
用
を
中
心

に
、「
ン
ツ
」「
ン
チ
」
で
促
音
が
表
記
さ
れ
た
と

す
る
遠
藤
邦
基
ら
の
説
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
さ

ら
に
促
音
、
ｔ
入
声
が
「
ツ
」
で
表
記
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
流
れ
に
つ
い
て
、
菅
原
範
夫
が
「
謡

い
物
」
に
中
心
が
あ
っ
た
と
す
る
説
を
立
て
て
い

る
の
に
対
し
、
迫
野
虔
徳
は
中
世
末
、
近
世
初
期

に
は
一
般
的
な
表
記
方
式
で
あ
っ
た
と
す
る
説
を

立
て
て
い
る
が
、
著
者
は
迫
野
説
に
共
感
し
て
い

る
。

〈
第
二
章
〉

こ
の
章
に
お
い
て
は
、
書
簡
を
集
め
て
習
字
手

本
と
し
た
往
来
物
の
一
種
で
あ
る
『
貴
理
師
端
往

来
』、
キ
リ
ス
ト
教
教
義
書
で
あ
る
『
ど
ち
り
な

き
り
し
た
ん
』、
祈
禱
文
や
教
義
を
集
め
手
引
書

と
し
た
『
お
ら
し
よ
の
翻
訳
』
の
三
種
を
対
象
と

し
た
こ
と
に
つ
い
て
説
明
し
、
そ
れ
ぞ
れ
に
お
け

る
特
殊
音
素
の
表
記
を
丹
念
に
調
査
し
て
い
る
。

『
貴
理
師
端
往
来
』（
一
五
六
八
以
前
の
成
立
）

は
写
本
で
あ
り
、
漢
字
の
右
側
に
振
り
仮
名
と
し

て
平
仮
名
が
付
さ
れ
て
い
る
。
漢
語
の
促
音
二
例

は
「
ツ
」、
ｔ
入
声
一
〇
例
は
「
ツ
」、
和
語
の
促

音
四
例
は
「
ツ
」、
和
語
の
開
音
節
は
十
一
例
が

「
つ
」、
二
例
に
「
ツ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

語
中
・
語
尾
の
促
音
・
ｔ
入
声
・
開
音
節
は
い
ず

れ
も
「
ツ
」
で
あ
り
、
語
頭
に
は
「
つ
」
が
用
い

ら
れ
て
い
る
と
す
る
。「
徒
」「
津
」
は
用
い
ら
れ

て
い
な
い
。
撥
音
は
漢
語
四
四
語
、
和
語
一
語
、

本
語
三
語
す
べ
て
が
「
ん
」
で
表
記
さ
れ
て
い
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る
。『

ど
ち
り
い
な
き
り
し
た
ん
』
は
一
五
九
二
年

刊
の
ロ
ー
マ
字
本
と
そ
れ
に
対
応
す
る
国
字
本
が

あ
り
、
ま
た
国
字
本
と
内
容
を
ほ
ぼ
同
じ
く
す
る

中
谷
本
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
前
期
版
と
さ
れ
、
一

六
〇
〇
年
刊
の
「
い
」
を
抜
い
た
形
で
呼
ば
れ
る

『
ど
ち
り
な
き
り
し
た
ん
』
も
同
様
に
ロ
ー
マ
字

本
と
国
字
本
が
あ
り
、
後
期
版
と
呼
ば
れ
る
。
ロ

ー
マ
字
本
と
国
字
本
は
内
容
的
に
も
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
り
表
記
を
比
較
す
る
の
に
は
好
都
合
で
あ
る
。

前
期
版
で
は
「
つ
」「
徒
」
の
二
種
が
使
わ
れ
、

中
谷
本
で
は
「
つ
」「
徒
」「
川
」
の
三
種
が
使
わ

れ
て
い
る
。
促
音
と
ｔ
入
声
に
つ
い
て
は
「
つ
」

の
み
が
使
わ
れ
、「
徒
」
は
使
わ
れ
て
い
な
い
。

国
字
本
で
は
「t

çu

」
は
五
四
九
例
あ
り
、
す

べ
て
和
語
、「tu

、T
V

」
は
五
一
例
あ
り
、
す
べ

て
本
語
、「t

çu ̂

」
の
七
例
は
す
べ
て
漢
語
と
指
摘

す
る
。

後
期
版
に
お
い
て
は
、「
川
」「
つ
」「
徒
」「
津
」

の
四
種
が
使
わ
れ
て
い
る
。
ロ
ー
マ
字
本
に
お
け

る
同
じ
子
音
を
重
ね
る
「cc

」（
悪
口
な
ど
漢
語

七
語
）、「��

」（
一
切
・
達
す
る
の
二
語
）、「pp

」

（
日
本
な
ど
六
語
）、「tt

」（
あ
っ
て
・
一
体
な

ど
一
六
語
）
な
ど
が
実
証
的
に
示
さ
れ
、
ロ
ー
マ

字
本
の
促
音
表
記
に
ゆ
れ
は
な
く
、
国
字
本
で
は

無
表
記
で
あ
っ
た
り
、「
ウ
」
と
「
ツ
」
の
混
用

が
あ
る
と
指
摘
す
る
。
結
論
的
に
は
、
促
音
・
ｔ

入
声
に
は
「
川
」「
つ
」
が
用
い
ら
れ
、「
津
」
は

二
段
活
用
、「
徒
」
は
語
頭
が
八
四
％
と
高
い
数

値
を
示
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
か
ら
、
著
者

が
主
張
す
る
こ
の
時
代
に
お
け
る
促
音
・
ｔ
入
声

の
モ
ー
ラ
（
拍
）
認
識
の
確
立
が
首
肯
で
き
る
よ

う
に
思
わ
れ
る
。

撥
音
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。
前
期
版
で
は
ロ
ー

マ
字
本
で
「
ｎ
」
で
表
記
さ
れ
た
例
が
「
ｍ
」
で

表
記
さ
れ
た
例
よ
り
圧
倒
的
に
多
く
、
国
字
本
で

は
「
ん
」
で
表
記
さ
れ
た
例
が
「
む
」
よ
り
圧
倒

的
に
多
い
こ
と
が
例
証
さ
れ
て
い
る
。
後
期
版
で

は
「
ん
」
で
統
一
さ
れ
、「
む
」
が
混
用
さ
れ
る

こ
と
は
な
く
、
ロ
ー
マ
字
本
、
国
字
本
と
も
に
無

表
記
は
な
い
と
結
論
付
け
ら
れ
て
い
る
。

〈
第
三
章
〉

豊
臣
秀
吉
自
筆
の
消
息
に
お
い
て
、〈
つ
〉
の

表
記
の
仮
名
は
、「
つ
」「
川
」「
ツ
」「
徒
」
の
四

種
が
用
い
ら
れ
、「
徒
」
が
六
割
以
上
の
例
で
使

用
さ
れ
て
い
る
。
但
し
「
徒
」
が
促
音
で
用
い
ら

れ
て
い
る
こ
と
は
少
な
く
、
和
語
、
漢
語
と
も
に

語
頭
が
多
い
と
す
る
。「
ツ
」
は
助
数
詞
の
使
用

例
が
多
い
。
専
修
大
学
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
の

お
こ
り
』
は
秀
吉
自
筆
と
さ
れ
て
い
る
が
、
消
息

で
和
語
の
語
頭
の
〈
つ
〉
に
「
徒
」
が
多
く
用
い

ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、「
徒
」
は
一
例
に
と
ど

ま
り
、
秀
吉
自
筆
に
疑
い
が
残
る
と
し
て
い
る
。

伊
達
政
宗
の
消
息
で
は
促
音
・
ｔ
入
声
で
は

「
ツ
」
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
天
正
・
文
禄
年

間
の
も
の
に
多
く
、
慶
長
に
な
る
と
「
つ
」
が
多

く
な
る
と
い
う
。「
徒
」
は
和
語
で
用
い
ら
れ
る

こ
と
が
多
く
、〈
つ
〉
全
体
の
二
割
ほ
ど
に
な
る
。

「
川
」「
津
」
は
一
例
ず
つ
し
か
な
く
、
ほ
と
ん

ど
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
片
仮
名
の
字
体
に
近
い

「
ツ
」
は
助
数
詞
と
し
て
の
用
法
が
多
い
。「
つ
」

は
五
割
以
上
の
語
の
表
記
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い

る
。
使
用
の
傾
向
と
し
て
「
徒
」
は
語
頭
、「
ツ
」

は
語
中
・
語
尾
、「
つ
」
は
ほ
と
ん
ど
が
語
中
で

使
用
さ
れ
て
い
る
。撥
音
は
「
ん
」
が
用
い
ら
れ
、

混
乱
は
な
い
と
す
る
。

〈
第
四
章
〉

『
大
か
う
さ
ま
く
ん
き
の
う
ち
』
で
は
〈
つ
〉

は
和
語
で
は
「
川
」
が
用
い
ら
れ
、
促
音
・
ｔ
入

声
と
し
て
は
「
ツ
」
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

「
徒
」「
津
」
は
す
べ
て
和
語
の
表
記
で
使
用
さ

れ
、「
つ
」
は
和
語
で
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ

ら
の
例
か
ら
「
ツ
」
は
促
音
・
ｔ
入
声
は
「
ツ
」、

和
語
の
開
音
節
は
「
徒
」「
津
」「
つ
」
が
使
わ
れ

て
い
る
。「
徒
」
は
語
頭
の
例
が
多
い
。「
つ
」
は
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語
中
で
の
使
用
が
多
い
。「
津
」
の
使
用
例
は
少

な
く
、
語
中
・
語
尾
で
は
「
川
」「
ツ
」
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。
撥
音
は
基
本
的
に
は
「
ん
」
で
表

記
さ
れ
、「
む
」
の
例
も
散
見
す
る
と
い
う
。
但

し
、
撥
音
と
促
音
の
「
ん
」
と
「
ツ
」
の
混
用
さ

れ
た
例
は
な
く
、
著
者
の
太
田
牛
一
は
撥
音
と
促

音
の
聞
き
分
け
、
書
き
分
け
が
出
来
る
力
が
あ
っ

た
と
著
者
は
断
言
す
る
。

〈
第
五
章
〉

第
二
章
・
第
三
章
・
第
四
章
は
室
町
時
代
末
期

の
資
料
、と
く
に
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
や
豊
臣
秀
吉
、

伊
達
政
宗
の
消
息
に
見
る
表
記
と
音
韻
の
関
係
が

詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
章
で
は
そ
れ
ら

の
総
括
と
い
う
べ
き
整
理
が
な
さ
れ
て
い
る
。

著
者
は
「
日
本
語
の
音
節
構
造
が
室
町
時
代
末

ま
で
に
シ
ラ
ビ
ー
ム
構
造
か
ら
モ
ー
ラ
構
造
へ
と

転
換
を
遂
げ
て
い
た
」
こ
と
、
そ
の
た
め
に
促
音

は
１
モ
ー
ラ
と
し
て
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

「
他
の
開
音
節
と
同
様
の
等
時
間
が
与
え
ら
れ
、

そ
の
部
分
を
一
つ
の
平
仮
名
で
表
記
し
て
等
時
間

を
確
保
し
よ
う
す
る
意
識
が
生
じ
た
（
三
七
六
ペ

ー
ジ
一
〜
三
行
）」
と
い
う
明
確
な
見
解
を
始
め

に
提
示
し
て
い
る
。
こ
れ
は
こ
の
時
期
に
キ
リ
シ

タ
ン
資
料
と
い
う
ロ
ー
マ
字
表
記
が
残
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
大
き
い
。
し
か
し
著
者
は
そ
の
こ
と
だ

け
に
頼
る
の
で
は
な
く
、『
貴
理
師
端
往
来
』
や

後
期
版
の
国
字
本
に
お
け
る
振
り
仮
名
を
詳
細
に

検
討
し
、〈
つ
〉
の
表
記
に
つ
い
て
、『
仮
名
文
字

遣
』
の
慣
用
的
な
無
表
記
か
ら
一
モ
ー
ラ
を
表
す

表
記
意
識
が
定
着
し
た
と
す
る
。

著
者
が
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
を
中
心
に
促
音
・
ｔ

入
声
、
撥
音
と
表
記
と
の
関
係
を
別
表
に
掲
載
し

て
い
る
よ
う
に
、
丹
念
に
整
理
し
て
い
る
緻
密
さ

に
は
敬
意
を
表
す
る
も
の
で
あ
り
、
本
書
に
よ
っ

て
室
町
時
代
末
期
の
促
音
便
・
ｔ
入
声
、
撥
音
便

の
表
記
と
音
韻
の
関
係
は
ほ
ぼ
明
ら
か
に
さ
れ
た

と
い
え
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
未
解
明

の
問
題
も
ま
だ
多
く
残
さ
れ
て
も
い
る
し
、
そ
の

こ
と
は
著
者
自
身
も
こ
の
第
五
章
で
触
れ
て
い

る
。

ｔ
入
声
の
部
分
に
「
川
」
ま
た
は
「
ツ
」

（
川
の
草
体
）
を
あ
て
て
い
る
こ
と
に
関
し

て
は
、
お
そ
ら
く
漢
籍
や
仏
典
な
ど
に
お
い

て
、
片
仮
名
に
よ
っ
て
振
り
仮
名
を
記
す
際

に
ｔ
入
声
に
あ
た
る
部
分
を
「
ツ
」
で
表
記

し
た
こ
と
に
由
来
す
る
の
で
は
な
い
か
と
推

測
さ
れ
る
。（
三
八
七
ペ
ー
ジ
二
〜
四
行
）

語
中
の
ｔ
入
声
が
「
つ
」
で
表
記
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
理
由
と
し
て
は
、
語
中
に
あ
る

ｔ
入
声
を
、
閉
音
節
と
し
て
発
音
す
る
こ
と

が
、
開
音
節
に
比
べ
て
母
音
を
伴
わ
な
い
た

め
に
安
定
性
を
欠
き
、
日
常
会
話
で
は
非
常

に
発
音
し
に
く
か
っ
た
た
め
に
、
日
本
語
の

音
節
が
モ
ー
ラ
化
し
た
こ
と
と
関
係
し
て
、

実
際
の
発
音
に
お
い
て
は
「t

çu

」
に
近
い

形
で
発
音
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
た
め
、
語
尾
で

あ
れ
ば
ｔ
入
声
を
表
す
「
川
」
で
表
記
さ
れ

る
の
に
対
し
て
、
語
中
の
場
合
は
そ
れ
が
な

さ
れ
ず
に
「
つ
」
で
表
記
し
た
も
の
と
推
察

さ
れ
る
。（
三
八
七
ペ
ー
ジ
一
八
行
〜
三
八

八
ペ
ー
ジ
五
行
）

当
時
に
お
い
て
は
、
ま
だ
、
ｔ
入
声
が
開
音

節
化
し
て
い
く
途
上
に
あ
り
、
完
全
な
開
音

節
化
は
そ
れ
以
後
の
江
戸
時
代
に
な
っ
て
か

ら
す
す
ん
だ
も
の
と
推
定
で
き
る
。
ま
た
、

ｔ
入
声
字
体
に
よ
る
書
き
分
け
に
お
い
て

は
、
語
尾
の
ｔ
入
声
は
促
音
と
同
様
に
主
と

し
て
「
川
」「
ツ
」
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、

「
徒
」「
津
」
は
用
い
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

こ
と
か
ら
、
音
韻
と
し
て
の
促
音
と
ｔ
入
声

は
、
当
時
に
お
い
て
非
常
に
近
い
も
の
と
考

え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。（
三

八
八
ペ
ー
ジ
五
〜
九
行
）

促
音
と
ｔ
入
声
と
の
関
係
、
そ
れ
ら
が
「
川
」
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「
ツ
」
あ
る
い
は
「
つ
」
で
表
記
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
「
推
測
」「
推
察
」
の

段
階
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
キ
リ
シ
タ
ン
資
料
以

外
の
資
料
で
音
韻
と
表
記
の
実
態
を
明
ら
か
に
す

る
こ
と
に
は
、
多
く
の
困
難
な
問
題
が
あ
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
が
、
右
に
掲
げ
た
事
項
は
、
著

者
が
自
ら
に
課
し
た
課
題
と
も
い
え
よ
う
。
今
後

の
解
明
に
期
待
し
た
い
。

本
書
は
二
〇
〇
八
年
九
月
に
立
教
大
学
よ
り
博

士
号
を
授
与
さ
れ
た
論
文
が
基
に
な
っ
て
い
る
。

（
二
〇
一
二
年
二
月
二
五
日
発
行

お
う
ふ
う

Ａ
５
判

四
四
四
ペ
ー
ジ

一
五
、
〇
〇
〇
円
＋

税
）

（
な
か
や
ま
ろ
く
ろ
う

作
新
学
院
大
学
教
授
）
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